






















な家事であった。よって、多くを語らなくとも、染色を踏まえた和歌表現を、実感を伴 理解し 味わうことができた。しかし、現代の私たちにとって、染色は非日常である。その工程や染料の性質を知ろうとしなければ 表現の趣旨を深く理解することはできない。　
以上の問題意識のもと、 「紅のふりいづ」とは、紅花染色におけ
るどのような工程を指し、それが和歌表現にどう反映されたのか






























































































める布を染料の中で振ること」と見る説と、 「布の小片から紅染料を水に振り出すこと」と見 説に分かれ、定まっていない。さらに、掲出した諸説を概観すると、 明が不十分で、具体的 内容を把握しにくいものも少なくない。　
やはり、 「紅のふりいづ」を明確に理解するためには、声をあげ
て泣くこと よる喀血・紅涙と、染色の「ふりいづ」とが、表現的にどう連関してい のかを詳述し てはならな だろう。その連関を考える上で、 「ふりいづ」がどのよう 作業工程なのかを具体的に知る必要もある。以下、特にこの二点を視座として論を進める。喀血・紅涙と紅花染色の「ふりいづ」　
ではまず、喀血・紅涙と、紅花染色の「ふりいづ」が、どのよ




はり「思ひいづる」は恋 関わるも である可能性が高いのではないだろうか。そう措定すると、 「あなたを想って感極まり、声を
振り絞って泣いている」と伝えることが、この歌の趣意だと言える。そして、紅涙を流す人の姿が、常緑の常盤山を喀血によって紅に染めようかというほど声をふり絞って鳴くほととぎすに重ねられるのである
*14。やや説明的に現代語訳すれば、 「あなたを想うと、
私は、常盤山を喀血によって染めるがご く声を絞って鳴くほととぎすのよう 、声をあげ の涙を流しています」などとなるだろう。　
また、五九八番歌も同様に、恋に泣く人の様子を、 「紅のふりい











































るめ、乾燥させる方法がある。これは「花餅」と呼ばれ、山形どで現在も行われている貯蔵法 ある。 か 、日本 この加工が行われるようになったのは、おおよそ江戸時代以降 考えられている
*22。前田氏は他に、以下のような加工方法を挙げている。


























同様のことを述べている。 たとえば、 『素伝懐中抄』 の波線部は、 「紅を布切れに染めておい 、 染色の際に、 その布切れを（水の中で）振ると色が出る」という解説である。また 最後に挙げた『栄雅抄』の波線部は、やや言葉足らずだが、他の古注を参考に補えば、
「布に染めつけておいた紅を水に戻す時、布から振り出すので」と読める。これらと顕昭説から、 「ふりで」の工程は、少なくとも平安後期から鎌倉・室町期あたりには行われ、一般によく知られていたと考えて差し支えないだろう。　
では、 「紅のふりいづ」という表現が確認され始める、平安前期




















りいづ」と同時に詠まれる例を確認できてもよいだろう。しかし、染色を背景とする「ふりいづ」が詠まれる際、その色彩はもっぱら紅である。このことを鑑みると、これは紅花染色だけに特徴的な作業を指している可能性が高いと察せら る。よって、この点もＢ説の優位性 高め ひとつの要素 なる。　
また、 Ｂ（２）説についても触れておきたい。前に、 「ふりいづ」




の染色工程において、一度こま切れの布に染めた紅の色素 、再度放出すること」と見るのが穏当だと結論 たい。また、こ までに挙げた諸注釈をはじめ、中世期の古注釈を概観すると、 「紅のふりいづ」への見解は、概ねＢ説で一定している。では、その解釈は、いつごろから揺らぎ始めたのだろうか。　
例えば、 前掲した貫之歌の下句「人をあくにはうつるてふなり」










































だり振ったりすること」と取っ おり、管見の限 、これが前述Ａ説の初見である。おそらく、金子氏『評釋』は この馬淵説に従ったも と思われ
*30。こうした記述から察するに、染色に関連
する「ふりいづ」の実態が不明瞭になり、徐々に説が枝分かれしはじめたのは、近世中期以降と考え れる。そして近現代に至り、次第にＡ説を採る注釈が増え こ で、解釈が二説に分かれてしまったのだと察せられる。おわりに　
以上、紅花染色の「ふりいづ」とはどのような作業なのか検討
し、これは「一度紅の染料を染み込ませた布から、再び色素を振り戻すこと」と見るのが穏当と論じてき 。また、染色工程において布から紅の色素を放つことと、紅涙・喀血といった、血液が体外に放出されることとのイメージ的な共通性にも触れた。さら
に、染色の「ふりいづ」に関する見解は、中世期ごろまでの古注釈においては、ほぼ一致していたにもかかわらず、近世、近代、現代と時代が下るにつれ、次第に二つの説に枝分かれしてしまったという、 注釈史上 問題も指摘した。 なわち、 近 中期に「染料の中で布を振る」という説が浮上 、やや曖昧な形でこれに追従する注釈が増え、現代に至っているのである　
本稿冒頭部分の繰り返しとなるが、このような過程で注釈に揺
らぎが生じた要因のひとつは、時代が下るにつれ 、染色が日常風景ではなくなっていったこ だと言える。実際、 『古今集』一四八番歌「唐紅のふりい てぞなく を解釈するにあたり、小町谷照彦氏は
*31、 「 『顕註密勘』の言う「二度染める」という見解は
いかがか」という考えを示している。しかし 紅花染色の実作業を知れば、 「二度染める（一度紅に染めた布から、再び染液を って別の布を染める） 」という点こそ、 「ふりいづ」の解説に不可欠なのだと理解できる。　
今回扱った「紅のふりいづ」のように、古典文学作品の色彩・
















んで出て」と解釈すべきと論じられた（ 「古今集一四八「唐紅のふりいでてぞ鳴く」の解釈―和歌解釈の方法」 （ 『文学・語学』第一〇三号、一九八四年十一月） ） 。しかし赤羽学氏は、工藤氏 「唐紅に」の表現的機能についてほとんど触れ いない点などに疑問を呈された。 そして、 「唐紅」の色のイメージ 「声をふりしぼること」とが喀血を想起させるという、従来の説が妥当だ 論じら る（ 「 『古今集』一四八「唐紅のふり でてぞ鳴く」の解釈私見」 （ 『文学・語学』第一〇七号、 九八五年十一月） ） 。本稿では、赤羽氏の論を穏当と考え 従来 説に従いたい*3　
金子元臣氏『古今和歌集評釋』 （明治書院一九二七年） 。
*4　




た片桐氏の注釈は、やや具体的な作業内容が掴みにくい。しかし、 『古今集』五九八番歌について、 「染料の溶液の中で布を激しく振って染めるので」と解説していることから 一四八番歌の注釈も解釈Ａ 相当すると判断した。*6　『角川古語大辞典』 （角川書店一九八二年） 。
*7　
新日本古典文学大系『古今和歌集』 （岩波書店一九八九年）一四八番脚






















これは前述Ｂ説、あるいはＢ（２）説にあたる。また、本文に引用した類例の他、 『大和物語』にも、 「鹿の音はいくらばかりの紅ぞふりいづるからに山 染むらん」 （一二七段）が確認できる。新編日本古典 学全集『大和物語』の頭注では、 「ふり づる」を、 「 「声高く鳴く」意と「くれないを水にふり出して染める という意の掛詞 としている。これは前述Ｂ説にあたる。*16　「喀血が山の木々を染める」と表現するならば、ほととぎすを詠む『古今集』一四八番歌よりも、秋 紅葉と鹿を詠むこれらの歌の方が発想として自然である。翻せば、 「夏にもかかわらず ほととぎす 常盤山を染めるほど鳴く」と詠む点に、古今集歌 特色がある 言えよう。
*17　『顕昭古今集註』 （ 『続々群書類従第十五』所収、続群書類従完成会一九八四年） 。
*18　
顕昭は、 「ふりで」に関する注釈として、本文中に引用した解説の後に、
「染色に用いる「ふで」 」に、 「文章を書くための「筆」 」の意を添 るとし、 『顕註密勘』 も同説を踏襲している。しかし ふりで に筆記具の 「筆に重ねて詠んだという注釈部分は、従いがた ものと考える。後代の古注釈、および近現代注釈も、この点は引き継いでいない。*19　
国文学研究資料館編『中世古今和歌集の世界―毘沙門堂本古今集注を






























は中央大学図書館本） ） 、 『古今集素伝懐中抄』 （日本古典文学影印叢刊
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四（一六五一）年に刊行された『万聞書秘伝書』 家事 指南書）を、紅の染色法 詳述した現存最古の書と位置づけている。その『万聞書秘伝書』にも、 「灰汁をくらくらと沸かして、ぞく布へ一つかけ、絞り出だして、紅をまた余のぞく布へかくるなり」と、灰汁によって紅色素を抽出することが記されている。 （ 『万聞書秘伝書』の本文は、京都女子大学図書館蔵本の紙焼き（国文学研究資料館、請求番号Ｓ５４８） ）による。*29　











 上』 （ 『古今集古
注釈書集成』所収 笠間書院二〇〇九年） 、 『古今和歌 打聴』 （ 『賀茂真淵全集』第九巻所収、続群書類従完成会一九七八年）による。
*30　
前掲注（３）金子氏著書。なお、 馬淵以降の近世期古注釈、 本居宣長『遠


















A Study on Poem No.148 in “Kokin waka shu”:
Staining a Safflower and Expressing Japanese Poetry
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